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東問，ほか・対談シリーズ8 第93回日本泌、尿器科学会総会 63 
透析の後，私の病院で移植をやって今はとても元気に
しています ほとんど100%亡くなっていた時代から，
100%助かるような時代への40年.今の移植の成績は
99%，亡くなる人はほとんどいません.生と死を分け
る，そういう40年です
小)1:腎移植が安全に出来る時代になったわけです.
が，今の移横医療にも新しい問題が出てきているよう
に思います 脳死問題なども含め，今の移植医療の問
題点というのはどういうところにあるのでしょうか.
東間:もう言い尽くされていますが，とにかく臓器不
足です ドナー，提供者の不足です.これに尽きると
思います 生着率も生存率も100%近くなってきたの
ですが，結局，その恩恵、を受けられる人というのはド
ナーのある人だけです 今 l万人以上の待機患者がしミ
ますが，献腎移植は年間に100人ぐらいしかできない
ですね.親兄弟からの移植も900例にとどきません.
本当に需要の100分の lなのです.
小)1: 1995年に日本臓器移桔ネットワークができて公
平性が保たれるようなシステムができたにもかかわら
ず，それに応じた形での臓器提供が進んでいないとい
うことでしょう.
東間:先ほどお話しましたように， 20世紀は右肩上が
りに進歩し，助からなかった命が助かるようになって
きた. しかし，そこにはたくさん置き忘れてきたもの
があって，和田移植事件をはじめ，医療は患者さんや
社会の信頼を失ってしまったという過程があります
信頼がなくなったところで いくら「移植医療がすば
らしい，すばらししりと言っても，移植医療というの
は推進できません.
/j¥JI:これもよく言われているのですが， 日本人独特
の宗教観とか死生観とかが移植医療にはそぐわないの
ではないか，と言われることがあります これについ
てはどのようにお考えでしょうかー
東間 もちろんそれもあるとは思いますが，日本人も
豊かなボランテイア精神を持っていると思うのです
少なくとも，そういう助け合いの精神が諸外国の人に
比べて低いというわけではない.やはり，医療に対す
る信頼が失なわれてきたという過程があって，その結
果として，いまの移植医療の問題に突き当たっている
のだと思います 患者さんに対して，あるいは社会に
対して，自分たちがやっていることをきちんと説明す
るという努力を私たちが怠ってきたことに問題がある
のではないでしょうか，われわれはもっと社会に語り
かけて，-安全で温かな医療」を進めることで， ド
ナー不足を解消する方向に努力しないといけないので
す
移植医療に関心を持つ医師の確保も問題です なか
なか症例数が増えないので 最近移植医を目指す人が
少なくなってきています 移植学会の一番大きな悩み
は，会員数が減っていることなのです
小)11:移植医療というのは社会的側面の大きい医療
で，社会と医療者とのチームワーク.そして医療者間
のチームワークが重要です このような医療を推進し
ていくうえで，何か戦略的なお考えはありますか.
東間:私どもの大学病院ではセンターとして腎移植を
行っていますが，移植医療を進めていこうと思います
と，周りに少しずつ優秀なチームを作っていく必要が
あると思います 臓器不足が解消されれば，今の受け
入れ体制ではまったく不十分なのです ですから，移
植医を志す医師に l年間の修練を提供するフェロー
シップ制度を作っています 地元に帰って移植医療を
そこで作り上げてほしいと思っています そういうふ
うにして，徐々に広げていくしかないないように思い
ます
小)1:ただ腎移植医という形で枠にはめると若手医師
も窮屈で、しょうから， i-必尿器科と移植を両立させると
いう形の育成も必要だと思いますが.
東問:そのとおりです やはり，移植はあくまでも手
段です.私は移植が自己目的化されてはいけないと思
います 移植は目的ではなくて，臓器不全という大き
な病気を治すための手段です ですから，泌尿器科医
はあくまでも腎臓の機能不全を治すための手段とし
て，腎臓移植をとらえてほしいですね.
小)1: ，-温かい」気持ちでこれまで移植医療の最前線
を牽引してこられた先生の貴重なお話をお聞きでき
て，とてもうれしく思っております 大会のご成功を
心からお祈り申し上げます 本日はどうもありがとう
ございました.
